
謎
の
枝
廣
城
考

廣

信

一
、
は
じ
め
に
　
　
謎
の
枝
廣
城

枝
廣
城
／

（
正
式
に
は
枝
廣
山
城
。
以
後
枝
広
城
と
言
う
）

読
者
諸
賢
は
聞
き
な
れ
な
い
城
名
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
従

っ
て
又
そ
の
存
在
を
知

る
人
も
極

め
て
少
な
い
に
違

い
な
い
。

備
後

の
三
大
郷
土
史
料
と
言
わ
れ
る

「
備
陽
六
郡
志

」
「
西
備
名
区

」
「
福
山
志
料

」

に
も

一
切
そ
の
固
有
名
詞
は
出

て
こ
な
い
の
だ
か
ら
…
…

然
し
枝
広
城
は
確
か
に
実
在
し
た
。

場
所
は
福
山
市
大
門
町
大
門

（旧
深
津
郡
大
門
村
）
東
谷
で
あ
る
。
土
地

の
人
々
は

通
称

「
城

の
段

」
と
呼
び
、
現
在
枝
広
城

の
呼
称
は
現
地

で
も
徐
々
に
忘
れ
ら
れ

つ

ゝ
あ
る
。

だ
が
地
区
の
小
誌

（
「
ふ
る
里

の
あ
ゆ
み

」
）

に
は
判

っ
き
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（地
図
①
参
照
）
更
に
決
定
的
な
証
拠
と
し
て
次
ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
よ
う
に
江
戸
時
代

の
備
後
大
絵
図

（地
図
②
福
山
市
民
図
書
館
蔵

・
福
山
市
赤
坂
町
赤
坂
遊
園
内
集
古

館
常
設
展
示
　
原
図
は
淡
彩
）

に
も
又
裕
然
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
体
、
な
ぜ
そ
の
枝
広
城
が
誌
上
か
ら
忽
然
と
消
え
失
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

枝

０
ι
ホ
な
π

胡
ノ
轟墨
】 ・轟0本 」

炒
≒ISO

地図 ① 吾古里東谷全図
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地図 ② 江戸時代備後大絵図 (部分縮小 )

右訂正図 (筆者 )
上掲地図拡大図



地図③ 枝広城址附近

500  1000

1  1
5万分の 1 井原 福山

そ
も
そ
も
枝
広
城
は
、
誰
が
、

い
つ
、
何

の
目
的

ｔ
築
城
し
、
い
か
に
機
能
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
？
　
長
い
年
月
が
伝
承
に
加
坦
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
造
ら
れ
た
誤
ま

っ

た
虚
像
は
、
い
つ
の
間

に
か
実
像
と
な

っ
て
我

々
の
歴
史
認
識
の
中

へ
固
定
し
て
い

く
。
四
百
年
以
上
を
経

て
、
殆
ん
ど
の
人
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
枝
広
城

の
謎
に
ど
こ
ま
で
迫
れ
る
か
判
ら
な
い
が
、
あ
え
て
私
は
そ
の
謎
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し

て
見
た
い
と
思
う
。

そ
の
前
に
先
ず
、
枝
広
城
が
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
戦
国
時
代
を
中
心
に
、
全
国
の

情
勢
、
特
に
中
国
地
方
、
備
後
南
部

に
焦
点
を
当
て
ゝ
述

べ
て
見
た
い
。

二
、
全
国
の
情
勢
　
　
風
雲
と
枝
広
城

応
仁
の
大
乱
は
両
軍
主
将

の
死
に
よ

っ
て
漸
次
下
火
と
な

っ
た
が
、
却

っ
て
天
下

は
麻

の
如
く
乱
れ
て
、
下
剋
上
、
弱
肉
強
食
、
骨
肉
相
喰
む
、
い
わ
ゆ
る
戦
国
動
乱

の
世

に
突
入
し
た
。
だ
が
そ
の
混
沌
た
る
戦
国
の
世
も
天
文
の
頃

（
一
五
三
二
―

一

五
五
五
）

に
な
る
と
、
次
第

に
地
方
ブ

ロ
ッ
ク
化

の
傾
向
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
中
国
地
方
で
は
山
陰

の
尼
子
氏
、
山
陽
の
大
内
氏
、
毛
利
氏
が
覇
権
を
巡

っ
て

角
逐
に
寧
日
な
か

っ
た
。
天
文
の
初
め
頃
ま
で
は
尼
子
方
が
か
な
り
優
勢
で
、
度
々

山
陽
地
方
ま
で
脅
か
し
た
が
、
永
く
は
保
て
な
か

っ
た
。

地
方
豪
族
は
そ
の
度
に
右
顧
さ

べ
ん
じ
変
節
を
繰
返
し
て
い
た
。

天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
尼
子
氏
は
大
兵
を
発
し
て
、
毛
利
氏
の
安
芸

（広
島
県
）

郡
山
城
を
囲
ん
だ
が
、
大
内
氏

の
来
援
な
ど
も
あ

っ
て
敗
北
を
喫
し
本
国

へ
逃
帰

っ

た
。
大
内
氏
は
そ
の
勢

い
を
駆

っ
て
、
天
文
十

二
年

（
一
五
四
三
）
毛
利
氏
、
小
早

川
氏
ら
と
共

に
、
尼
子
氏
の
本
拠
、
出
雲

（
島
根
県
）
富
田
月
山
城
に
兵
を
進
め
た
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が
、
神
辺
城
主
杉
原

（
山
名
）
理
興
等

の
裏
切
り
に
よ
り
大
敗
、
命
か
ら
が
ら
逃
帰

っ
た
。
前
者

の
轍
を
踏
む
愚
を
冒
し
た
訳
で
あ
る
。

天
文
十
三
年

（
一
五
四
四
）
大
内
氏
は
前
の
失
敗

に
懲
り
て
、
尼
子
氏
の
本
拠
を
衝

く
作
戦
を
捨
て
、
先
づ
備
後
神
辺
城
主
杉
原
理
興
を
征
伐
す

べ
く
陸
海
よ
り
兵
を
進

め
こ
れ
を
包
囲
し
た
。
こ
の
あ
た
り
を

「
福
山
市
史

」
は
史
料
的
に
も
信
頼

で
き
る

「
小
早
川
家
証
文
四
三
三
号

」
に
拠
り
次

の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

″
…
…
備
後
外
郡
五
ケ
荘

（
ま
た
は
五
ケ
）
は
坪
生
荘
よ
り
分
離
し
た
そ
の
南
部

の

海
よ
り

一
帯
の
地

で
、
今
日
の
大
門
、
能
島
、
野
々
浜
、
津
之
下

（
以
上
福
山
市
大

門
町
）
お
よ
び
引
野

（福
山
市
引
野
町
）
を
含
む

一
帯
の
地
と
思
わ
れ
る
が
、
天
文

十
三
年

（
一
五
四
四
）
大
内
氏
が
こ
の
五
ケ
荘
を
竹
原
小
早
川
氏
に
預
け
、

こ
の
地

の
内

に
神
辺
城
攻
撃

の
拠
点
と
な
る

一
城
を
築

い
て
堅
固

に
抱
え
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
の
は
、
竹
原
小
早
川

一
族
が
、
海
上

に
発
展
し
て
お
り
、
海
上
連
絡

に
便
宜
を
持

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
天
文
十
三
年
八
月
七
日
付

で
、
弘
中
隆
兼

に
対
し
て
こ
の

こ
と
を
実
行
す
る
よ
う
申
し
送

っ
て
い
る
。

（
小
早
川
家
証
文
四
三
二
号
）

ク

註
、
同
証
文
は
こ
の
章
末
尾
に
原
文
を
付
す
　
　
筆
者

「
広
島
県
史

」
も
同
様
の
文
意
で
あ
る
。

神
辺
城
は
攻
防
実
に
六
年
に
及
び
、
遂
に
天
文
十
八
年

（
一
五
四
九
）
落
城
し
、
杉

原
理
興
は
出
雲

に
奔

っ
た
。

（後
、
赦
さ
れ
て
城
主
と
し
て
帰
り
咲
く
）

次
い
で
毛
利
氏
は
弘
治
元
年

（
一
五
五
五
）
厳
島

の
戦

い
で
、
主
君
大
内
義
隆
を
結

逆
し
た
陶
晴
賢
を
滅
ぼ
し
た
。

更
に
永
禄
九
年

（
一
五
六
六
）
毛
利
氏
は
出
雲

（島
根
県
）
富
田
月
山
城
を
攻
署
し

て
宿
敵
尼
子
氏
を
降
伏

せ
し
め
、
遂

に
中
国
の
覇
者
と
な

っ
た
。

注
、
後

の
中
央
の
覇
者
織
田
信
長
は
同
じ
永
禄
九
年
美
濃

の
斉
藤
竜
興
を
破
り
、

漸
く
上
洛

の
端
緒
を
掴
ん
だ
許
り
で
あ

っ
た
。
以
て
毛
利
氏
が
既
に
い
か
に
強
力

で

あ

っ
た
か
が
わ
か
る
。

永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
毛
利
氏
九
州
出
兵

の
隙
に
乗
じ
た
山
名
の
遺
臣
藤
井
皓

玄
は
奇
襲

に
よ

っ
て
神
辺
城
を

一
時
攻
陥
し
た
が
、
逆
襲

に
保
ち
得
ず
し
て
敗
走
、

浅
口
郡
大
島
村

（
現
岡
山
県
笠
岡
市
）

で
討
死
し
た
と
い
わ
れ
る
。

天
正
六
年

（
一
五
七
八
）
山
中
鹿
之
介
は
主
君
尼
子
氏
の
遺
子
、
勝
久
を
擁
し
播
州

上
月
城

（兵
庫
県
）

に
立
籠
る
が
、
毛
利
軍
は
こ
れ
を
攻
署
、
勝
久
を
自
刃
せ
し
め
、

降
将
山
中
鹿
之
介
は
護
送
途
中
高
梁
川
阿
井

の
渡
し
で
謀
殺
さ
れ
た
。

ひ
る
が
え

っ
て
、
目
を
京
師

に
転
ず
る
と
…
…

そ
れ
よ
り
先
、

水ヽ
禄
三
年

（
一
五
六
Ｃ
）
桶
狭
間

に
今
川
義
元
を
斃
し
た
織
田
信
長

は
、
そ
の
後
念
願

の
上
洛
を
果
し
、

ク
天
下
布
武

″
の
道
を
ま

っ
し
ぐ
ら
に
駈
上

っ

て
い
た
が
天
正
十
年

（
一
五
八
二
）
明
智
光
秀

の
謀
反
に
よ
り
京
都
、
本
能
寺

で
最

期
を
遂
げ
た
。

当
期
、
信
長
の
命

で
毛
利
氏
の
属
城
備
中

（岡
山
県
）
高
松
城
を
水
攻

め
に
し
て
い

た
羽
柴
秀
吉
は
、
逸
早
く
そ
れ
を
知
り
毛
利
氏
と
直
ち
に
講
和
、

い
わ
ゆ
る

″
中
国

大
返
し
″
で
摂
津

（
大
阪
府
）
山
崎
、
天
王
山

に
光
秀
を
破
り
、
後
、
天
下
統

一
、

そ
し
て
″
死

ク
関
ケ
原

の
戦
、
大
坂

の
役
、
徳
川
氏
に
よ
る
幕
藩
体
制
、
明
治
維
新

歴
史
は
、
大
波
小
波

の
う
ね
る
が
如
く
、
ド
ラ

マ
を
繰
返
し
な
が
ら
進
ん

で
行
く
。
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「
小
早
川
家
証
文
四
三
二
号

」

原
文

四
三
三
　
大
内
氏
老
臣
連
署
奉
書
篤

外
郡
之
内
五
ケ
事
篤
無
主
之
条
封
竹
原
方
可
被
預
遺
候
然
者
於
彼
在
所

一
城
執

付
之
堅
固
可
被
相
抱
之
由
封
家
来
老
者
中
可
被
申
渡
候
彼
衆
之
事
海
上
通
路
可

輛
之
条
被
得
其
心
之
分
別
候
様
可
被
申
与
之
旨
候
恐
々
謹
言

（吉
見
）

八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
興
滋

（花
押
）

（青
景
）

隆
著

（花
押
）

（陶
）

隆
満

（花
押
）

（隆
兼
）

弘
中
三
河
守
殿

三
、

「
備
後
三
誌

」
に
於
け
る
枝
広
城
　
　
伝
承
の
枝
広
城

大
門
村

津
之
下
村

古
城

ニ
ケ
所

城
山
　
　
岡
志
摩
守
景
勝

明
知
山
　
藤
井
皓
玄

城
址
記
載
な
し

備

陽

郡

明
知
山
城
　
当
城
は
大
永
年
中
岡
志
摩
守

開
築
し
て
住
み
し
と
云
ふ

城
主
　
岡
志
摩
守
安
氏

同
石
見
守
安
清

同
志
摩
守
景
勝

全
房
）

河
野

（藤
間
）
光
重

藤
井
皓
玄

（
エ
ピ

ソ
ー
ド
）

城
址
記
載
な
し

海
雲
山
光
円
寺
縁
起

大
門
村
揚
知
山

の
城
主
云
々

西

備

名

区

城
山
城

岡
志
摩
守
景
勝（事

蹟
）

古
城
　
　
　
年
代
城
主

シ
レ
ズ

城
址
記
載
な
し

福

山

料
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野
々
浜
村

次
に
準
序
と
し
て
枝
広
城

（
と
思
わ
れ
る
城
）
が

「
備
陽
六
郡
志

」
「
西
備
名
区

」

「
福
山
志
料

」

（
以
下
備
後
三
誌
と
言
う
）
そ
れ
ぞ
れ
の
中

で
ど
の
よ
う
な
記
述
を

な
さ
れ
て
い
る
か
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

当
時
大
門
湾
は
深
く
湾
入
し
て
い
て
、

（地
図
①
②
③

参

照
）

そ
の
沿
岸

の
野

々

浜

・
大
門

・
津
之
下
、
三
ケ
村

（後

の
大
津
野
村
、
現
在
福
山
市
）
は
、
五
ケ
荘
の

内

で
も

一
種

の
村
落
共
同
体
的
な
関
係

に
あ

っ
た
と
思
え
る
の
で
、
枝
広
城

の
存
在

す
る
大
門
村
と
共
に
、
津
之
下

・
野
々
浜
両
村

の
項
も
関
係
事
項

の
み
簡
単
な
表
に

し
て
み
た
。

今
改
め
て
検
証
す
る
ま
で
も
な
く
、
旧
大
門
村

に
は
古
城
址
は

一
ケ
所
し
か
な
く
、

そ
れ
が

″
城

の
段

″
と
俗
称
さ
れ
て
い
る
枝
広
城
で
あ
る
。

こ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
前
頁

の
表
に
よ
り

「
備
後
三
誌

」
を
比
較
検
討
す
る

と

「
備
陽
六
郡
志

」
に
言
う

″
城
山

″
「
西
備
名
区

」
に
言
う

″
大
門
村
明
知
山
城

″

「
福
山
志
料

」
に
言
う

″
城
山
城

″
が
枝
広
城
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
の
城
主
と
し
て
、
前
記

「
備
後
三
誌

」
を
含
め
、
凡
ゆ
る
資

（史
）
料

の

明
知
山
城

城
主
　
塩
飽
大
力
之
助

藤
井
太
郎
左
衛
門
尉
光
重

（藤
井
は
藤
間

の
誤
也
卜
）

藤
井
能
登
守
入
道
皓
玄

中
で
、
岡
志
摩
守
景
勝

の
名
を
挙
げ
な
い
も
の
は
な
く
、
又
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の

も
見
当
ら
な
い
。

岡
志
摩
守
景
勝
は
確
か
に
枝
広
城

に
在
城
し
て
い
た
実
在

の
人
物
と
推
定
し
て
、
ま

ず
ま
ち
が
い
な
い
。

一言
い
か
え
れ
ば
、
岡
志
摩
守
景
勝

の
在
城
し
て
い
た
と
さ
れ
る
城
は
す

べ
て
枝
広
城

の
異
名

で
あ
る
。
現
、
福
山
市
大
門
町
幕
山
に
、
岡
志
摩
守
景
勝

の
弟
を
祖
と
し

″
城
名
を
以
て
名
字
と
す

″
と
伝
え
る
枝
広

一
族
が

い
る
。

そ
の
祖
廟

（
と
い
っ
て
も
小
桐
で
あ
る
が
…
）
で
あ
る
通
称

″
毘
沙
門
様

ク
の
祭
神

の

一
柱
に
ク
枝
広
城
主
岡
志
摩
守
景
勝
霊
神

″
と
あ
る
の
も
例
証
と
な
し
得
よ
う
か
。

枝
広
城
と
密
接
不
離

の
関
係

に
あ
る
岡
志
摩
守
景
勝
を
探
る
の
が
、
同
城

の
謎
に
近

ず
く
鍵
で
あ
る
と
思

い
、
次
章
で
は
彼
の
伝
承
と
史
実

に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

明
知
山
城

飽
浦
四
郎
左
衛
門
尉

塩
飽
太
刀
之
丞

塩
飽
太
刀
之
介
光
久

藤
間
太
郎
左
衛
門
光
重

藤
井
太
郎
左
衛
門
好
長

同
　
一二
郎
左
衛
門

藤
間
十
郎

古
城

一
ケ
所

塩
飽
大
力
之
助

藤
井
太
郎
左
衛
門
光
重
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０

一
、
本
書
も
亦

「
西
備
名
区

」
と
同
じ
く

ク
野
々
浜
明
知
山
城

″
と

″
大
門
明
知

山
城

″
と
併
存
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

二
、

「
福
山
志
料

」
で
は
大
門
に
於
け
る
戦
死
は
岡
志
摩
守
景
勝
と
し
て
い
る
。

三
、

「
西
備
名
区

」
に
拠
る
と
″
大
門
明
知
山
城

ク
の
伝
承
の
続
き
は
、
河
野
光

重
が
後
、
天
正
年
中

（
「
福
山
志
料

」
で
は
弘
治
三
年
、
他
に
寛
正
年
中
の

史
書
も
あ
り
）
隣
国
笠
岡
山

の
城
主
陶
山
国
時
に
敗
死
せ
し
め
ら
れ
る
様
子

を
仏
教
説
話
的
要
素
を
混
じ
え
て
詳
述
し
て
い
る
。

四
、

″
船
手

の
渡
り

″
は

″
帆
手

の
渡
リ

ク
の
誤
り
。

先
ず
お
断
り
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
西
備
名
区

」
で
は
岡
志
摩
守
墨
房

（景
勝
）
と
あ
る
が
本
稿

で
は
景
勝
の
み
を
用

い
て
い
る
。
理
由
は
特
に
な
い
。
他
の
資

（史
）
料

の
多
く
が
、
景
勝
を
採
用
し
て

い
る
か
ら
と
い
う
単
純
な
も
の
で
あ
る
。
若
年
の
頃
景
房
と
言

い
、
後
、
景
勝
と
改

名
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
武
将
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、

「
備
後
三
誌

」
の
景
勝
伝
承
は
大
同
小
異

で
あ
り
、
そ
の
記
述
を
取
捨
選
択
、

要
約

（尤
も

「
西
備
名
区

」
に
偏
重
し
た
さ
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
が
…
）
し
て
い

る

「
広
島
郷
土
史
談

」

（福
山
市
民
図
書
館
蔵
）

の
関
係
分
を
全
文
上

段
に
紹
介
し

た
。

岡
志
摩
守
景
勝

の
伝
承
に
つ
い
て
二
つ
の
大
き
な
疑
間
を
抱

い
た
。

そ
の

一
、
天
文
年
中
に

一
地
方
領
主
同
士
が
軍
独
で
相
争
い
、
攻

ぎ
合
う
事
が
あ

っ

た
、
或

い
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
。
私
に
は
そ
う
は
思
え
な
い
。

若
し
あ

っ
た
と
し
て
も
、
彼
我
共
ど
も
、
そ
の
背
後

に
は
必
ず

や
大
国
の
意
志
が
働

い
て
い
る
筈
で
あ
り
右
顧

左
べ
ん
し
て
朝
に
尼
子
、
夕
に
大
内
、
毛
利
と
節
を
変
え
る

四
、
岡
志
摩
景
勝
の
伝
承
と
史
実

「
広
島
郷
土
史
談

」
抜
粋

群
像
と
枝
広
城

⑫
明
知
山
城
…
深
津
野
々
浜
に
あ
り
、
城
主
飽
浦
四
郎
左
衛
門
尉
は

「
建
武

ノ
乱

」
の
と
き
、
も
し
中
国
か
ら
南
朝
方
が
あ
ら
わ
れ
ん
場
合
に
は
、
備
前

の

三
津
石
で
東
上
す
る
足
利
勢
を
食

い
止
め
楠
、
新
田
勢

の
官
軍
を
助
け
よ
う
と
、

赤
松
筑
前
と
三
津
石
で
力
戦
し
た
が
空
し
く
討
死
し
た
。

○
明
知
山
城
…
大
門
に
あ
り
、
大
永
年
間
、
岡
志
摩
守
安
氏
が
築
城
し
た
も
の
。

同
石
見
守
安
清
、
同
志
摩
守
景
一房

（
景
勝
）
な
ど
が
居
守
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

天
文
年
間
、
四
国
水
軍
の
河
野
刑
部
左
衛
門
光
重
と
い
う
も
の
が
不
意
に
城
を

囲
ん
だ
。
そ
の
時
折
悪
し
く
城
内
は
無
勢
で
防
ぎ
に
く
く
、
四
方
を
囲
ま
れ
て

は
不
利
ゆ
え

「
船
出

ノ
渡
り

」
に
出

て
河
野
勢
と
戦

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
づ

石
見
守
安
清
が
矢

に
あ
た

っ
て
討
死
し
た
か
ら
、
子
の
志
摩
守
景
一房
は
わ
づ
か

な
家
来
を
ひ
き

つ
れ
て

一
方
の
血
路
を
開
き
上
方
さ
し
て
逃
げ
、
五
畿
内

の
知

人
を
た
よ

っ
て
落
ち
て
い
っ
た
。
の
ち
里
人
た
ち
は
憐
れ
に
思

い
城
主

の
霊
を

慰
め
る
た
め

「
惣
堂
社

」
と
い
う
社
を
建

て
た
。

こ
の
近
辺
に
上
壕
と
い
う
所

は
石
見
守
の
塚
、
下
壕
は
討
死
し
た
家
来

の
塚
。
首
塚
は
石
見
守
主
従
の
首
塚
。

落
城
後
は
河
野
刑
部
左
衛
門
光
重
、
同
万
之
丞
光
日
、
河
野
幾

三
郎
光
明

（
六

八
郎
）
な
ど
が
居
守
し
た
。
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も
、
そ
の
時
ど
き
の
旗
職
は
鮮
明
に
し
て
い
る
筈

で
あ
る
。

ま
ず
、
独
立
独
歩

の

一
匹
狼

の
伝
承
だ

っ
た
と
は
思
え
な
い
。
必
ず

や
歴
史

の
線

の

上
の
点
、
面
の
中

の
点
で
あ

っ
た
筈

で
あ
る
。

と
す
る
と
天
文
年
中

の
備
南

に
於
け
る
重
大
事
件
と
言
え
ば
杉
原
理
興

の
神
辺
城
攻

防
戦
で
あ
る
。
杉
原

（
尼
子
）
方

の
岡
志
摩
守
景
勝
は
、
そ
の
前
哺
戦

で
優
勢
な
水

軍
を
擁
す
る
大
内

・
毛
利

・
小
早
川
方
の
河
野

（藤
間
）
光
重
に
追
落
さ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
？

（
と
始
め
は
推
理
し
て
い
た
が
…
…
）

そ
の
二
は
伝
承

の
岡
志
摩
守
景
勝
落
去

の
様
相
と
、
彼
を
追
落
し
た
と
さ
れ
る
河
野

（藤
間
）
光
重
が
後
、
陶
山
国
時

に
追
落
さ
れ
る

（
「
西
備
名
区

」
）
様
相
が
極

め

て
似
通

っ
て
い
る
点
、
更
に
後
年
、
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
神
辺
城
を

一
時
攻

陥
し
た
藤
井
皓
玄
が
奪
還
さ
れ
敗
走
す
る

（第

二
章
参
照
）
様
相

に
も
共
通
点
が
な

い
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

岡
志
摩
守
景
勝

の
落
去
伝
承
は
何
か
の
投
影
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

こ
こ
と
注
目
す

べ
き

一
書
が
あ
る
。

そ
れ
は
郷
土
史
家
故
土
肥
日
露
之
進
氏
の
「
広
島
県
備
後
国
旧
深
津
郡
古
城
阻
考

」

（福
山
市
民
図
書
館
蔵
）
と
い
う

「
日
本
城
郭
全
集

」

（人
物
往
来
社
刊
）

の
原
稿

で
あ
る
。
氏
は
そ
の
中

で
野
々
浜
明
知
山
城
と
大
門
朗
知
山
城
を

″
誌
上
合
併

″
せ

し
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城

の
沿
革
、
城
主
の
事
蹟
等
を
野
々
浜
明
知
山
城

に
″
誌
上

統
合

ク
せ
し
め
大
門
明
知
山
城

（枝
広
城
）
を

″
誌
上
抹
殺

″
し
て
い
る
。

故
意
で
は
な
い
が
勿
論
誤
り
で
あ
る
。

然
し
土
肥
氏
は
同
書

の
中

で
極
め
て
注
目
す

べ
き
事
を
書

い
て
お
ら
れ
る
。

即
ち
そ
れ
は
、
岡
志
摩
守
景
勝
は
小
早
川
の
老
臣
、
岡
与
三
右
衛
門
尉

の
子
で
、
杉

原
理
興
の
神
辺
城
征
討
に
当
り

一
時
野
々
浜
明
知
山
城
に
在
城
し
た
と
い
う
の
で
あ

′り
。更

に
伝
承
の
中

で
岡
志
摩
守
景
勝
を
追
楽
し
た
と
さ
れ
る
河
野

（藤
間
）
光
重
は

後
年
、
永
禄
十

二
年

（
一
五
六
九
）
藤
井
皓
玄
の
神
辺
城
奇
襲
に
同
心
し
た
阿
波

三
好
党
よ
り
派
遣
さ
れ
た
部
将

で
、
敗
走

の
途
中
、
備
中

（岡
山
県
）
浅

口
郡
鴨

山
城
主
　
細
川
下
野
守
通
董
の
急
追
に
津
之
下
村
月
の
浜
で
討
死
し
た
と

い
う
。

他
の
資

（
史
）
料
と
全
然
異
な
る
こ
と
を
か
な
り
断
定
的
に
書

い
て
お
ら
れ
る
。

い
つ
の
場
合

で
も
定
説
に
近
く
な

っ
て
い
る
通
説
、
伝
承
を
俎
上

に
の
せ
、
そ
れ
を

大
胆
に
否
定
し
、
百
八
十
度
違

っ
た
新
説
を
唱
え
る
に
は
勇
気
が

い
る
し
、
よ
ほ
ど

ラ
ン
ク
の
高

い
資
料
と
確
信
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

※
同
書

の
関
係
分

の
縮
少

コ
ピ
ー
を
次
頁

へ
掲
載
し
た
。

若
し
土
肥
説
が
真
実
な
ら

「
備
後
三
誌

」
の
景
勝
伝
承
も
、
筆
者
の
疑
問

一
も
勿
論

す

べ
て
誤
り
で
あ
る
。

果
し
て
岡
志
摩
守
景
勝

の
去
就
、
動
向
は
い
ず
れ
が
真
実
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

更
に
私
は

「
備
後
太
平
記

」
の
中
に
、
注
目
す

べ
き
次

の
発
見
を
し
た
。

″
沼
隈
郡
輛
津
軍
勢
猿
楽
能
之
事

″
の
項
。

そ
こ
に
は
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）
播
磨

（兵
庫
県
）
上
月
城

に
尼
子

の
残
党
を
滅

ぼ
し
た
毛
利
軍
将
兵
が

（第

二
章
参
照
）
備
後
、
輛
に
凱
陣
、
当
時
織
田
信
長
に
逐

わ
れ
、
毛
利
氏
を
頼

っ
て
輛
に
寄
寓
し
て
い
た
足
利
義
昭
は
将
士
慰
労

の
猿
楽
能
を

催
し
、
そ
れ
に
培
席
し
た
百
八
名

の
武
将

の
中

に
″
岡
伯
者
守
景
信
、
岡
志
摩
守
景

勝

″
と
あ
る
の
で
あ
る
。

土
肥
説
と

つ
な
げ
ば
、
こ
の
事
は

一
本

の
線
と
な

っ
て
立
派
に
符
合
す
る
。
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若
し
岡
志
摩
守
景
勝
の
大
門
に
於
け
る
天
文
落
去
の
伝
承
が
真
実
な
ら
ば
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）
小
早
川
軍
の

一
将
と
し
て
輛
に
現
わ
れ
る
筈
は
な
い
。

景
信
と
景
勝
は
書
き
方
か
ら
見
て
も
極
め
て
近

い
血
縁
閲
係
で
、
景
信
が
目
上
と
思

わ
れ
る
が
、
判

っ
き
り
し
た
両
者

の
関
係
は
判
ら
な
い
。

次

に
「
備
後
太
平
記

」
の
関
係
分
抄
を
紹
介
す
る
。

「
沼
隈
郡
輛
津
軍
勢
猿
楽
能
之
事

」

去
程
に
播
州
佐
用
郡
上
月
城
没
落
し
、
西
国
の
諸
軍
勢
勝
利
を
得
、
悉
く
備
後

輛
之
津

へ
帰
陣
す
。
時
に
大
樹
感
悦
斜
な
ら
ず
、
武
功
の
武
士
、
粉
骨
軍
忠
を
抽

で
し
諸
軍
勢
を
、
悉
く
輛
津
城
内

へ
被
召
、
懇
に
宣
ひ
け
る
は
、
凡
そ
将

た
る
も

の
は
、
敵
国
を
治
む
る
時
は
、

地
を
裂
き
、
賞
肉
を
分
、
功
を
賞
し
、
時
を
除
す
軍
政
を
行
ふ
と
雖
も
、
吾
は

悪
臣
平
信
長
が
為
め
に
、
身
を
西
海
に
蟄
す
。
時
に
今
、
士
卒

の
功
を
謝
し
が
た

し
と
宣

へ
ば
、
郡
下
皆
感
応
式
代
す
。
今
日
幸
に
晴
天
自
日
な
れ
ば
、
敵
退
治

の

軍
政
に
猿
楽

の
能
を
興
じ
、
戦
労
を
休
し
、
饗
餐
す

べ
し
と
被
仰
し
が
、
頓

て
北

の
丸

へ
御
下
り
在
れ
ば
、
桟
橋
高
く
か
き
上
げ
さ
せ
て
、
粉
骨
功
名

の
武
士
召
し

集
め
ら
れ
け
れ
ば
左
は
毛
利
、
右
は
小
早
川

の
軍
勢
、
御
前
に
は
毛
利
右
馬
頭
輝

元
、
小
早
川
左
衛
門
佐
陸
景
、
河
野
兵
部
少
輔
通
直
、
毛
利
伊
予
守
元
清
。
次
に

左
の
桟
敷
に
は
、
宍
戸
安
芸
守
隆
家
、
吉
見
大
蔵
大
輔
広
頼
、
福
原
出
羽
守
貞
俊
、

内
藤
修
理
大
夫
、
上
原
右
衛
門
大
夫
、
出
羽
十
郎
元
秋
、
熊
谷
豊
後
守
、
益
田
玄

蕃
頭
、
天
野
中
務
大
輔
、
山
内
上
野
介
隆
通

（
一
本
後
太
平
記
に
は
名
を
開
く
）
、

同
刑
部
少
輔
通
定

（
同
書

に
此

の
人
を
欠
く
）
、
杉
原
播
磨
守
盛
重

（同
書

に
名

を
欠
く
）
、
同
弥
八
郎
元
盛

（
同
書

に
此
の
人
全
然
欠
く
）
、
三
須
筑
前
守
、
成

羽
紀
伊
守
、
口
羽
下
野
守
、
赤
穴
左
京
亮
、
小
笠
原
弾
正
少
弼
、
佐
波
常
陸
之
助

（介
）
、
三
刀
屋
蔵
人
之
助
、
舞
台

の
庭

に
は
、
桂
左
衛
門
大
夫
、
同
上
総
之
介
、

同
忠
次
郎
、
児
玉
周
防
守
、
同
三
郎
右
衛
門
尉
、
渡
辺
石
見
守
、
志
道
大
蔵
介

（
同
上
書

に
は
助

に
つ
く
る
）
、
林
肥
前
守
、
門
田
信
濃
守
、
内
藤
河
内
守

（内

藤
の
上
に
二
宮
信
濃
守
を
同
上
書

に
は
加

へ
て
あ
る
）
、
市
川
式
部
少
輔
、
杉
小

次
郎
、
坂
新
五
左
衛
門
尉
、
木
原
兵
部
少
輔
、
三
吉

（同
上
書

に
は
好
）
佐
渡
守

光
茂

（
同
上
書

に
は
名
を
欠
く
）
、
神
村
豊
後
守
、
大
庭
加
賀
守
、
土
倉
対
馬
守

（同
上
書

に
二
人
を
欠
く
。
そ
の
替
り
に
宇
野
道
花
入
道
、
同
九
八
郎
が
あ
る
）
、

粟
屋
右
京
大
夫
　
同
肥
前
守
、
天
野
左
衛
門
尉

（
同
上
書

に
五
郎
右
衛
門
尉
と
あ

る
）
、
三
上
淡
路
守
、
福
間
彦
右
衛
門

（
同
上
書
は
終
り

に
尉
が
あ
る
）
、
桂
因

幡
守
、
転
右
衛
門
尉
、
粟
屋
紀
伊

（
同
上
書

に
伊
豆
と
あ
る
）
、
三
浦
兵
庫
守

（
同
上
に
頭
と
あ
る
。
）
井
上
相
模
守
、
渡
辺
民
部
少
輔
元

（
一
本
光
）
、
同
左

衛
門
尉

（
同
上
に
此

の
二
人
を
欠
く
、
た
ゞ
渡
辺
又
左
衛
門
尉
が
あ
る
）
、
児
玉

若
狭
守
、
右
は
小
早
川
の
軍
士

一
列
す
。
桟
敷
の
上
に
は
、
小
早
川
藤
四
郎
元
綱
、

立
花
左
近
将
監
宗
茂
、
大
宮
司
左
衛
門
入
道
、
秋
月
二
郎
種
長
、
高
橋
三
河
守
秋

種
、
舞
台

の
庭
に
は
浦
兵
部
之
丞
、
弟
に
世
良
源
左
衛
門
尉
勝
重
、
小
田
孫
兵
衛

之
尉
、
三
吉
備
後
入
道
、
同
式
部
大
輔
隆
慶

（
一
本
後
太
平
記
に
此
の
人
、
及
び

次
の
二
人
を
欠
く
）
、
同
名
大
炊
之
助
、
同
丹
後
守
、
飯
田
讃
岐
守
、
小
泉
左
衛

門
尉
、
南
三
河
守
通
弘

（
同
書

に
名
を
欠
く
）
、
平
岡
左
近
将
監
、
河
内
備
後
守
、

鵜
飼
新
右
衛
門
尉
、
井
上
伯
苦
守
、
横
見
二
郎
左

（
同
上
、
右
に
作
る
）
衛
門
尉
、

同
和
泉
守
、
井
上
弥
兵
衛
尉
、
有
地
民
部
少
輔
元
盛

（
同
上
名
を
欠
く
）
、
同
次
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郎
右
衛
門
尉
景
信
、
同
左
京
亮
、
同
右
近
亮

（同
上
、
以
上
二
人
を
欠
く
）
、
楢

崎
三
河
守
元
安
、
同
弾
正
忠
元
兼

（
同
上
、
以
上
二
人
を
欠
き
、
替
り

に
楢
崎
十

兵
衛
尉
が
あ
る
）
、
磯
兼
右

（
同
上
、
左
と
あ
る
）
近
大
夫
、
自
井
縫
殿
之
助

（
同
上
、
丞
と
あ
る
）
、
井
上
豊
後
守
、
虫
上
弥
兵
衛

（
同
上
、
弥
左
衛
門
尉
）
、

杉
原
七
郎
左
衛
門
経
珍
、
栗
原
左
衛
門
佐
実
胤
、
横
山
河
内
守
義
隆
、
入
江
大
蔵

亮
正
高
、
岡
左
衛
門
進
、
長
谷
部
大
蔵
左
衛
門
尉
元
信
、
木
梨
民
部
大
夫
元
経
、

椋
梨
左
衛
門
尉
包
久
、
上
原
左
衛
門
大
夫
元
佐
、
東
郷
平
内
、
高
野
山
五
郎
兵
衛

尉
元
久
、
安
原
民
部
少
輔
元
吉
、
岡
伯
者
守
景
信
、
同
志
摩
守
景
勝
、
赤
川
左
衛

門
亮
、
同
十
郎
兵
衛
尉

（
一
本
後
太
平
記
に
は
杉
原
七
郎
左
衛
門
経
珍
よ
り
こ
ゝ

に
至
る
迄
の
人
々
を
欠
く
）
、
村
上
掃
部
頭
、
同
賀
曽
岡
左
衛
門
尉
、
生
口
孫
三

郎
、
因

ノ
島
新
左
衛
門
、
梨
羽
中
務
大
輔
、
是
の
人
々
粉
骨
功
名
、
比
類
な
き
戦

功
、
可
抽
諸
武
士
也
。
皆
太
刀
を
は
い
て
脆
く
。
式
二
番
終

っ
て
食
籠
、
名
酒
佳

肴
、
種
々
の
珍
菓
を
賜
は
り
、
鳥
目
三
千
疋
、
帷
子
、
単
物
、
山

の
如
く
積

み
上

げ
、
猿
楽

に
是
れ
を
給
は
れ
り
。
見
物

の
大
小
名
、
悉
く
金
銀
青
銅
を
木

の
枝

に

附
け
、
舞
台

に
積
み
重
ぬ
。
己

に
感
能
人
の
心
を
砕
き
、
律
筋
声
耳
目
を
清
ま
す

処
に
、
俄

に
青
天
暗
く
成
り
、
予
州
道
後

の
方
よ
り
、
黒
雲
矢

の
如
く
飛
び
来
た

り
、
露
麗
天
地
を
裂
き
、
雨
車
軸
を
轟
か
す
。
人
皆
雨
声
に
魂
を
動
か
せ
ば
、
大

樹
義
昭
公
も
驚
き
給

へ
共
、
暫
く
御
座
を
定
め
座
し
け
る
処
に
、
雷
忽
ち
零
ち
来

た
り
、
城
門
の
前
成
る
町
家
を
焼
き
立
て
し
か
ば
、
群
吏
騒
ぎ
漂
ふ
事
、
唯
網
代

の
魚

の
如
し
。
見
物
の
貴
賎
魂
暁
を
驚
か
し
気
を
失

へ
ば
、
大
樹
も
城

に
入
り
給

ひ
、
諸
卒
は
国
々
に
馳
せ
帰
る
、
扱
も
不
思
議

の
天
災
哉
。
時
日
多
き
中

に
、
か

ゝ
る
軍
神
祭
杷
の
場
に
雷
火
落
入
こ
そ
奇
怪
な
れ
、
近
年
予
州
新
田
の
宮
の
鳴
動
、

今
日
軍
政
勝
賀
の
天
災
は
、
唯
是
れ
足
利
氏
の
御
代
は
是
れ
迄
な
ら
ん
と
。

尚
、

「
沼
隈
郡
志

」
の
″
輛
猿
楽
能
ク
の
伴
り
に
も
、
培
席
の
将
士
僅
か
二
十

一
名

の
中
に
岡
志
摩
守

（名
を
欠
く
）
の
名
が
見
え
る
。

然
し
岡
伯
者
守
景
信
の
名
は
見
当
ら
な
い
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
？

「
沼
隈
郡
志
」
の
関
係
分
も
紹
介
す
る
。

「
猿

楽

能

」

将
士
各
次
を
以
て
坐
す
、
御
前
に
は
毛
利
輝
元

・
小
早
川
隆
景

・
河
野
通
直
あ

り
、
左
の
桟
敷
に
は
宍
戸
安
芸
守

・
杉
原
播
磨
守

・
福
原
出
羽
守
等
あ
り
。
右
の

桟
敷
に
は
浦
兵
部
三
吉
隆
慶

・
有
地
民
部

・
楢
崎
三
河
守

・
入
江
大
蔵

・
木
梨
民

部

・
岡
志
摩
守

・
村
上
掃
部
頭

・
井
上
伯
者
守
等
あ
り
。
舞
台
の
庭
に
は
、
渡
辺

民
部
少
輔

・
神
村
豊
後
守

・
桂
左
衛
門
太
夫

・
土
倉
対
馬
守

・
見
玉
若
狭
守

・
粟

屋
右
京
太
夫
等
居
並
べ
り
。　
一
騎
営
千
の
猛
将
勇
士
綺
羅
星
の
如
く
居
並
び
、
名

酒
嘉
肴
の
食
籠
を
前
に
陳
ね
鳥
目
帷
子
単
物
の
纏
頭
を
舞
台
に
積
み
、
感
興
人
心

を
た
ら
し
、
羽
律
耳
目
を
驚
す
。
ま
づ
式
二
番
史
よ
り
舞
ひ
始
め
し
が
折
か
ら

一
天

俄

に
掻
き
曇
り
、
豫
州
の
方
向
よ
り
、
電
光
凄
ま
じ
く
閃
さ
来
り
雨
車
軸
を
流
し
、

露
歴
天
地
を
き
り
さ
き
、
凄
愴
謂
は
ん
方
な
し
。

流
石
剛
強
の
武
士
も
、
威
風
あ
た
り
を
払

へ
る
将
軍
も
、
共
に
心
悸
き
魂
梢
に
、

為
ん
す
べ
な
く
顔
見
合
は
す
る
所
に
、
俄
然
吊
を
裂
く
が
如
き
爆
声
と
共
に
落
雷

し
、
城
門
前
の
町
家
火
燈
に
包
ま
れ
た
り
。
将
軍
も
最
早
此
迄
な
り
と
城
に
入
り
、
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軍
卒
も
我
れ
先
き
と
逃
げ
去
り
、
折
角

の
興
も
鳥
有

に
帰
せ
り
、
人
皆
眉
を
ひ
そ
め

て
、
足
利
氏
の
運
命
蓋
く
る
前
徴
に
や
と
云
ひ
合

へ
り
。
是
れ
よ
り
後
信
長
凶
刃

に
倒
れ
、
秀
吉
和
を
毛
利
と
締
結
す
る
に
至
り
、
義
昭
の
素
志
全
く
頓
挫
し
門
前

雀
羅
を
張
る
の
否
境

に
陥
れ
り
。
於
是
義
昭
よ
り
自
傘
袋
、
毛
爵
鞍
を
許
さ
れ
て
、

親
任
厚
か
り
し
山
田

一
乗
山
城
主
渡
辺
民
部
景
迎

へ
て
己
が
城

に
帰
り
し
が
、
後

一
時
堺

に
移
居
し
、
又
秀
吉

の
計
ひ
に
て
毛
利
家

へ
預
け
ら
れ
、
深
津
蔀
山

の
仮

館

に
余
年
を
送
り
、
慶
長
二
年
大
阪

に
て
死
去
せ
り
。

「
備
後
太
平
記

」
の
史
料
と
し
て
の
価
値
は

「
小
早
川
証
文

」
ほ
ど
の
信
頼
は
置
け
な

い
し
、
土
肥
氏
も
既
に
故
人
な
の
で
そ
の
出
典
も
訊
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

少
し
で
も
ラ
ン
ク
の
高

い
史
料
を
と
望
ん
だ
が
、
現
在

の
所
ま
だ
発
見
し
得
な
い
。

然
し
岡
志
摩
守
景
勝
が
小
早
川
家
臣

で
あ
る
こ
と
は
、
状
況
証
拠
か
ら
見
て
先
づ
確

か
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で

一
応
整
理
し
て
見
る
。

伝
承
＝
岡
志
摩
守
景
勝
は
河
野

（
藤
間
）
光
重
に
追
落
さ
れ
た
が
、
光
重
も
又
後
年

陶
山
国
時

に
敗
死
せ
し
め
ら
れ
た
。

土
肥
説
＝
岡
志
摩
守
景
勝
は
小
早
川
氏
の
家
臣
で
神
辺
城
攻
署
の
際
派
遣
さ
れ
た
武

将
で
あ
る
。
河
野

（
藤
間
）
光
重
は
後
年
藤
井
皓
玄

の
神
辺

一
揆

に
組
し

細
川
下
野
守
通
董
に
討
た
れ
た
阿
波
三
好
党

の
部
将
で
両
者

の
間

に
は
全

然
関
係
も
接
点
も
な

い
。
　
　
　
　
　

と
な
る
。

土
肥
説
を
支
持
し
、
次
善

の
方
法
と
し
て
、
伝
承
の
真
偽
を
問
う

べ
く
数
理
文
献
学

的
思
考
に
消
去
法
を
加
味
し
て
岡
志
摩
守
景
勝
を
め
ぐ
る
人
物
を
探

っ
て
見
る
。

果
せ
る
か
な
、
細
川
下
野
守
通
董
の
菩
堤
寺
で
あ
る
長
川
寺

（
岡
山
県
浅

口
郡
鴨
方

町
）
の

「
細
川
公
由
緒
記

」

（
印
刷
本
）

に
は
土
肥
説
を
裏
付
け
る
に
足
る
と
思
わ

れ
る
二
通
の
古
文
書

の
写
し
が
あ

っ
た
。
関
係
分
を
掲
載
す
る
。

於
神
辺
城
阿
州
衆
数
輩
討
捕
之
由
及
度
々
如
此
段
忠
節
無
比
類
侯

次
至
播
州
表
会
出
勢
候
浦
上
自
然
相
働
儀
有
之
者
備
後
両
国
相
談

可
気
遣
事
肝
要
猶
藤
賢
可
申
候
也

十

一
月
九
日

義
　
昭
　
公
　
　
御
判

細
川
下
野
守
と
の

ヘ

去
八
月
阿
州
衆
其
外
諸
牢
人
罷
出
刻
被
残
置
衆
則
取
懸
及

一
戦
数

多
被
討
捕
之
由
具
申
上
候
御
感
之
条
被
成
御
内
書
候
御
面
目
之
至

候
猶
相
心
得
可
申
候
由
被
仰
出
候
　
恐
々
謹
言

十

一
月
六
日

細
川
右
馬
頭

藤
　
賢
　
　
判

下
野
守
殿

足
利
義
昭
よ
り
細
川
下
野
守
通
董

に
与
え
た
も
の
で
、
文
意
は
、

「
神
辺
城

に
於

て

阿
州
衆
数
多
討
取
る
功
を
嘉
し
た
も
の
」
　

　

一
通

今

一
通
は

「
義
昭
の
近
習
、
細
川
藤
賢
が
そ
の
事
を
義
昭
が
非
常
に
喜
ん
だ
こ
と
を

伝
え
た
も
の

」
　

　

一
通

た
だ
河
野

（藤
間
）
光
重
と
い
う
固
有
名
詞
が
実
証
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
あ

Ｚ
一
。
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左
記
文
書
は
「
楢
崎
文
書

」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
有
力
な
傍
証
で
あ
る
と
思
う
の
で

掲
載
す
る
。
″
阿
波
之
三
好
家
ク
の
文
言
が
見
え
る
。

楢
崎
筑
後
守
御
断
書
写

（前
略
）

一　

私
親
三
河
守
随
分
元
就
様

・
隆
元
殿

・
殿
様
以
来
被
遂
御
馳
走
候
、
御
両
三

殿
様
御
感
状
十
七
御
座
候
つ
、
中
に
も
備
後
神
辺
之
城
、
備
中
之
藤
井

一
類
之

者
共
、
阿
波
之
三
好
家
之
手
合
仕
忍
ひ
取
候
、
備
後
国
中

い
つ
き
再
発
仕
様
候

処
、
木
梨

・
有
地
両
城
江
三
河
守
兄
弟
之
者
共
さ
し
籠
、
家
中
之
人
し
ら
取
置

則
神
辺
之
城

へ
す
か
り
、
死
人
て
お
い
む
ね
と
の
者
共
八
十
余
御
座
候

つ
、
則

切
返
し
杉
原
兄
弟
入
城
さ
せ
申
候
、
藤
井

一
類
備
中
高
屋
家
城
に
取
籠
候
之
処
、

則
取
掛
落
去
仕
侯
、
其
時
元
就
様

・
殿
様
御
加
判
之
御
感
状

二
御
家
之
再
興
ヲ

仕
た
る
と
の
御
感
状
、
其
段

ハ
殿
様
御
失
念
被
成
間
布
哉
と
存
候

（
『
萩
藩
閥

閲
録
」
巻
五
十
二
楢
崎
与
兵
衛
書
出
）

以
て
見
て
来
た
通
り
に
、
伝
承
は
ま
づ
誤
ま
り
の
疑
い
が
濃
く
、
相
対
的
に
土
肥
説

は
岡
志
摩
守
景
勝
の
去
就
、
動
向
に
限
り
、
心
証
的
に
も
信
憑
性
の
比
重
を
強
め
て

い
く
。
例
え
確
証
は
な
い
に
し
ろ
土
肥
説
は
確
か
な
説
得
力
で
私
の
胸
に
迫

っ
て
く

′υ
。

（
付
）
尚
、
陶
山
国
時

に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
主
旨
に
は
直
接
関
係
な
く
、
却

っ
て
記
述
が
複
雑
に
な
る
の
で
、
実
在
性
に
根
拠

の
な
い
事

の
み
申
添

え
て
割
愛
さ
せ
て
い
た
ゞ
く
。

最
後

に
岡
志
摩
守
景
勝

の
岡
氏
族
の
中

に
於
け
る
″
位
置

″
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。

「
備
後
太
平
記

」
″
輛
猿
楽
能

″
で
は
明
ら
か
に
嫡
流
と
思
え
る
岡
和
泉
守

（名
を
欠
く
、
和
泉
守
を
称
す
る
も
の
は
正
吉

・
就
栄
　
景
忠
と
二
人
あ
り
、
就
栄

力
　
筆
者
注
）
と
岡
伯
者
守
景
信

・
同
志
摩
守
景
勝
と
の
間

に
は
二
十
三
名

の
武
将

の
名
が
記
し
て
あ
る
。

「
萩
藩
諸
家
系
譜

」
岡
氏
の
項
に
は
、
嫡
流
の
岡
和
泉
守

の
名
は
見
え
る
が
、
伯
音

守
景
信
　
志
摩
守
景
勝

の
名
は
な
い
。
恐
ら
く
嫡
流

の
系
譜
の
み
で
傍
流
は
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
？
　
伯
者
守
景
信

・
志
摩
守
景
勝
は
傍
流

・
庶
流
だ

っ
た
の

で
は
な
い
か
？
　
そ
う
だ
と
す
る
と
系
譜
に
登
場
し
な
い
の
も
無
理
は
な
い
か
も
知

れ
な
い
。
伯
者
守

（名
を
欠
く
）
は

一
級
史
料
で
あ
る

「
萩
藩
閥
閲
録

」
な
ど
に
も

度

々
登
場
す
る
。
だ
が
志
摩
守
景
勝
の
名
は
登
場
し
な
い
。
通
称
で
で
も
登
場
し
て

い
る
の
か
？
　
然
し
そ
れ
ら
の
資
料

に
登
場
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
存
在
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

度

々
書
く
よ
う
に
凡
ゆ
る
資
料

に
大
門
村

の
城
主
と
し
て
岡
志
摩
守
景
勝
を
挙
げ
て

い
る
し
、
又
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
ゝ
全
然
無

い
と
こ
ろ
か
ら
む
し
ろ
実
在

の
人
物

と
推
定
し
て
間
違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

只
、
今
ま
で
調
査
し
た
事
を
正
し
い
と
す
る
と
、
伝
承
の
中

で
景
勝
の
父
だ
と
さ
れ

て
い
る
石
見
守
安
清
、
そ
の
先
代
と
さ
れ
て
い
る
志
摩
守
安
氏
の
存
在
は
極
め
て
疑

わ
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

関
係
機
関
を
通
じ
て
入
手
し
た

「
岡
譜
録

」
は
未
だ
完
全
に
読
解
し
て
い
な
い
が
、

研
究
員

の
言
を
侯

つ
ま
で
も
な
く
岡
志
摩
守
景
勝

の
名
は
出

て
こ
な
い
。
然
し
同
譜

録
は
か
な
り
後
代

（享
保
年
中
？
）

の
編
で
あ
る
の
で
″
某

″
と
か
″
名
不
知

″
と
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い
う
個
所
が
散
見
さ
れ
る
。
同
譜
録
に
実
名
が
見
え
な
い
と
い
う
事

の
み
で
岡
志
摩

守
景
勝

の
存
在
を
疑
う
の
も
又
早
計
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
西
備
名
区

」
に
よ
れ
ば
岡
伯
者
守
景
信
は
神
石
暮
ケ
峠
和
泉
山
城
主
と
さ
れ
て
い

る
。
苦
労

の
末

″
伯
者
守
系
図

ク
を
入
手
し
た
。

同
系
図
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
後
代

（不
明
、
然
し

″
福
山

ク
の
地
名
が
出
る
と
こ

ろ
か
ら
、
水
野
氏
福
山
築
城
以
後

で
あ
る
こ
と
は
確
実
）
書
き
初
め
ら
れ
後
、
代

々

書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
自
家

の
系
図
を
作
製
す
る
に
当
り
、
不
利
、
不
名

誉
と
思
わ
れ
る
事
を
も
述

べ
て
い
る
事
か
ら
し
て
、
か
な
り
の
信
用
性
を
持

つ
も
の

と
思
う
。
同
書
中

に
は
実
名
は
な
い
も
の
ゝ
、
大
胆
に
推
測
す
れ
ば
、
岡
志
摩
守
景

勝

に
比
定
し
得
る
人
物
が
な
い
で
も
な
い
。

然
し
同
書
は
勿
論
私
資
料
で
あ
り
公
的

に
史
証
と
し
て
取
上
げ
る
の
は
時
躇
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
結
局
、
岡
志
摩
守
景
勝
は
岡
氏
の

一
族
子
弟
の
も
の
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

岡
志
摩
守
景
勝
を
含
め
、
枝
広
城
を
綾
る
群
像

の
実
相
を
明
ら
か
に
し
得
る
確
度
の

高

い
資
料
の
出
現
を
待
望
す
る
と
と
も

に
そ
の
後
考
を
待
ち
た
い
。

五
、

二
つ
の
明
知
山
城
　
　
流
転
の
枝
広
城

今
ま
で
見

て
来

た
資

（史
）
料

で
次

の
よ
う
に
推
理
し
た
。

推
理
と
い
う
よ
り
も
、
表
現
を
変
え
れ
ば
必
然
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
当
然

の
結
果

で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

現
在

の
大
門
付
近
の
地
勢
か
ら
は
、
戦
国
期

の
海
岸
線
は
到
底
想
像

で
き
な
い
。

当
時
は
牛

の
首
と
防
路
ケ
鼻
を
岬
と
し
て
、
大
門
湾
は
内
陸

に
深
く
湾
入
し
海
岸
線

は
旧
国
道
よ
り
ま
だ
北
ま
で
侵
入
し
て
い
て
枝
広
城
山
麓
の
真
明
寺

の
す
ぐ
下
あ
た

り
ま
で
迫

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

″
小
早
川
家
証
文
四
三
二
号

ク
を
引
用
し
た
「
広
島
県
史

」
「
福
山
市
史

」
を
思

い

出
し
て
い
た
ゞ
き
た
い

（
二
章
）
。
天
文
十
三
年

（
一
五
四
四
）
小
早
川
軍
は
大
門

湾
を
神
辺
城
攻
署

の
為

の
補
給
港
湾
と
し
た
。

神
辺
城

の
核
原
理
興
を
征
討
す
る
為
、
五
ケ
荘
内
に
構
え
た
″

一
城

″
は
ど
こ
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
枝
広
城

こ
そ
が
、
そ
の
″

一
城

″
で
は
な
か

っ
た
ろ
う
か
？

ご
承
知

の
通
り
、
当
時
は
陸
路
よ
り
海
路

の
方
が
、
は
る
か
に
迅
速
に
且
大
量
に
人

員
、
物
資
を
輸
送
で
き
た
時
代

で
あ
る
。

枝
広
城
は
そ
の
目
的
か
ら
し
て
″
揚
地
城

″
又
は
単

に
揚
地

（知
は
宛
字
）
と
も
呼

ば
れ
た
。
当
時
揚
地
城

の
呼
称
が

一
般
化
し
て
後

の
混
乱
を
生
む
も
と

ゝ
な

っ
た
。

″
揚
地

″
と
は
、
荷
揚
地

・
揚
陸
地

の
意
で
あ
る
。

こ
の
時
点
で

「
西
備
名
区

」
「
広
島
郷
土
史
談

」
の
大
門

・
明
知
山
城
は

″
揚
地
城

″

と
書
き
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
判
る
。

″
明
知

″

（
ア
ケ
チ
）
と

″
揚
地

ク

（
ア
ゲ
チ
）
と
余
り
に
も
音

（
お
ん
）
が
酷
似

し
て
い
る
た
め
に
、
後
世

の
人
々
は
混
乱
し
混
同
じ
或

い
は
ク
枝
広
城

″
を

ク
誌
上

抹
殺

″
す
る
誤
ま
り
さ
え
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

枝
広
城

（揚
地
域
）
を
大
門

・
明
知
山
城
と
し
、
野

々
浜
明
知
山
城
と
″
同
名
併
存

ク

せ
し
め

（
「
西
備
名
区

」
「
広
島
郷
土
史
談

」
）
或

い
は
二
城
を

ク
誌
上
統
合

″
し

て
枝
広
城

（
揚
地
域
）
を
″
抹
殺

″

（
「
広
島
県
備
後
国
旧
深
津
郡
古
城
陸
考

」
）

す
る
誤
ま
り
を
冒
し
た
の
は
同
じ
五
ケ
荘
内

に
隅
然

ク
明
知
山
城

″
と

″
揚
地
域

″

と
い
う
極
め
て
似
通

っ
た
音

（
お
ん
）

の
城
名
が
あ

っ
た
の
が
混
乱
の
も
と
だ

っ
た
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の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
山
城
は
、
そ
の
遺
構
の
文
化
財
的
価
値
は
勿
論

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
存
在

し
た
歴
史
的
背
景
の
中

で
考
察
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要

で
あ
る
と
思
う
。
　
／

で
は
な
ぜ
枝
広
城
を
揚
地
域
と
断
定

で
き
る
の
か
？

再
び
思
い
出
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
。

「
西
備
名
区

」
津
之
下
村

の
項

の
海
雲
山
光
円
寺

の
縁
起

の
件
り
に
″
大
門
村

・
揚

知

（地

・
知
は
宛
字
　
筆
者
注
）
山
城
云
々
、
と
あ
る
の
を
紹
介
し
た
こ
と
を
…
…

″
揚
知
山
城

″
と
は
ク
明
知
山
城

″
の
書
き
誤
ま
り
、
宛
字
だ
ろ
う
と
安
易

に
考
え

て
、
同
じ

「
西
備
名
区

」
の
大
門
村
の
項
に
は
明
知
山
城
と
し
て
、
野
々
浜
明
知
山

城
と
同
じ
城
名

に
書
き
改
め
た
。

（
第
二
章
、
表
参
照
）

そ
し
て
結
果
的

に
は
明
知
山
城
を

一
人
歩
き
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

大
門

・
明
知
山
城
が
枝
広
城
の
異
名

で
あ
る
こ
と
は
第
二
章

の
説
明
の
通
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
遂

に
大
門

・
明
知
山
城
が
揚
知
山
城

の
宛
字
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
大
門

・
明
知
山
城

（
大
門

・
揚
知
山
城
）
＝
枝
広
城
と
い
う
図
式
が
成
立

つ
。

尤
も
当
時
は
宛
字
を
平
然
と
し
て
用

い
、
そ
れ
を
自
他
と
も
に
格
別
怪
し
ま
ず
容
認

し
て
い
た
ら
し
い
点

に
も
原
因
が
あ
る
。

″
旧
大
門
村
に
は
山
城
址
は

一
ケ
所
、
枝
広
城
の
み
で
あ
る
″

以
上
は
文
献
上
の
解
読
だ
が
、
臨
場
的
に
も
又
同

一
の
結
論
を
裏
付
け
て
い
る
。

即
ち
野
々
浜

。
明
知
山
城

の
本
丸
址
は
目
算
で
二
十
坪
程

（
六
十
六
″
）
し
か
な
く
、

と
て
も
当
時

の
本
丸
址
と
は
思
え
な
い
。

枝
広
城

の
方
は
こ
れ
も
日
算
で
五
、
六
十
坪
位

（百
六
十
五
″
―
百
九
十
八
″
）
は

あ
ろ
う
か
。

又

″
位
置

″

（地
図
③
参
照
）
枝
広
城
は
当
時
の
海
岸
線
に
極
め
て
近

い
と
思
わ
れ
、

物
資
の
陸
揚
等

に
も
便
利
で
あ
る
の
に
対
し
、
野
々
浜
明
知
山
城
は
海
岸
線
よ
り
比

較
的
遠

い
。
Ｐ
た
の
地

（絵
）
図
②

は
、

距
離

、
方

位

等

に
厳
密
な
正
確
さ
を
要

求
す
る
の
が
無
理
な
江
戸
期

の
地

（絵
）
図
に
し
て
も
、
両
城

の
位
置
が
反
対
に
書

か
れ
、
正
し
く
は
″
枝
広
城

″
と
記
さ
れ
て
い
る
位
置
が

″
明
知
山
城

″
そ
し
て

″
揚
地

″
の
下
に

（枝
広
城
）
す

べ
き
で
あ
ろ
う

（図
②
下
段
訂
正
図
）

。

地

（絵
）
図
作
製
当
時
も
混
乱
、
混
同
が
見
ら
れ
る
。

因
み
に
明
知
山
は
現
在
も
そ
の
通
り
明
知
山
と
呼
ば
れ
、
山
頂

（
本
丸
址
）
に
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｋ
テ
レ
ビ
中
継
所
が
あ
り
、
そ
の
地
底
を
走
る
Ｊ
Ｒ
新
幹
線
の
ト

ン
ネ
ル
も
又

明
知
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
又
、
野
々
浜

・
明
知
山
城
を
本
城
と
し
、
枝
広

城
を
支
城
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
述
の
理
由
か

ら
む
し
ろ
逆
で
あ
ろ
う
。

野
々
浜

。
明
知
山
城
は
古

い
城
址
を
そ
の
ま

ゝ
放
置
し
て
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
？
　
尤
も
監
視
哺
程
度
の
も
の
は
当
時
も
置
い
て
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

尚
、
枝
広
城
付
近
に
は
血
握
ぐ
さ
い
修
羅
の
址

の
地
名
や
城
址
ら
し
い
古
地
名
が
沢

山
あ
る
。
曰
く
″
死
人
の
谷

″
″
お
首

の
曽
根

″
″
上
馬
場

″
″
鞍
の
下

″
″
的
場

″

等
々
。
然
し
野
々
浜

。
明
知
山
城

の
付
近
に
は
殆
ん
ど
な
い
。

こ
れ
は
藤
井
皓
玄
或

い
は
河
野

（藤
間
）
光
重
が
神
辺
城
合
戦

で
敗
走
の
途
中
、　
一

旦
こ
の
城

（枝
広
城
）

に
拠

っ
て
抵
抗
し
た
と
も
考
え
ら
れ
、
地
名
が

一
般
に
時
間

の
流
れ
に
耐
え
て
極
め
て
残
り
易

い
事
を
裏
付
け
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
事
が
後
世
、
藤
井
皓
玄

を
大
門
城
主
と
錯
覚

せ
し
め
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
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「
第
七
回
水
野
勝
成
公
支
干
祭
記
念
誌

」
に
故
浜
本
鶴
賓
氏
の
遺
稿
と
し
て
″
水
野

家
に
仕
え
た
領
内
旧
城
主
の
子
孫

″
の

一
文
が
あ
る
。
氏
が
そ
の
中

で
ク
枝
広
城

の

子
孫

″
と
し
て
藤
井
皓
玄

一
族
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
も
そ
の
辺
り
の
考
え
か
も
知

れ
な
い
。

最
後

に
も
う

一
度
強
調
し
て
お
き
た
い
。

野
々
浜

・
明
知
山
城
と
揚
地

（知
）
山
城
＝
枝
広
城
は
全
く
別
の
城

で
あ
る
。

随

っ
て
既
に
定
説
に
近
く
な

っ
て
い
る

「
備
後
三
誌

」
の
伝
承
、
お
よ
び
そ
の
後

の

研
究
者
諸
家

の
解
釈
は
す

べ
て
誤
ま
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

六
、
ま
と
め
　
　
究
極
の
枝
広
城

備
南
の
戦
国
史
は
神
辺
城
を
措

い
て
は
語
れ
な
い
。
殆
ん
ど
の
重
大
事
件
は
神
辺
城

を
中
心
に
起
き
て
い
る
。

天
文
年
間

の
神
辺
城

に
拠
る
杉
原
理
興
と
の
攻
防
戦
、
永
禄
期

の
藤
井
皓
玄
と
の

一

時
的
な
攻
防
戦
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

天
文
十
三
年

（
一
五
四
四
）
神
辺
城
攻
署
を
目
指
し
た
大
内

・
毛
利

・
小
早
川
軍
は
、

内
海
の
制
海
権
を
握
る
優
勢
な
水
軍
を
擁
し
て
大
門
湾
を
補
給
港
と
し
た
。

そ
し
て
″
無
主

ク
の
五
ケ
荘
内
に
枝
広
城
を
構
築
し
、
神
辺
城
攻
署
戦
用
の
補
給
基

地
司
令
部

（
近
代
戦
用
語
で
言
え
ば
…
）
と
し
岡
志
摩
守
景
勝
を
司
令
官
と
し
て
派

遣
し
た
。

枝
広
城
は
そ
の
目
的
、
性
格
か
ら
揚
地
域
又
は
単
に
揚
地

（
知
）
と
も
呼
ば
れ
た
。

（
こ
の
事
が
後

々
の
混
乱
を
生
む
も
と

ゝ
な

っ
た
）

神
辺
城
攻
暑
成

っ
た
後
、
必
要
不
可
欠
な
城
で
は
な
か

っ
た
ら
し
く
そ
の
ま

ゝ
放
置

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
岡
志
摩
守
景
勝
は
ど
の
時
点
で
退
城
し
た
か
は
判
ら
な
い
が
、

後
年
、
天
正
六
年

（
一
五
七
八
）

″
輛
猿
楽
能

″
に
培
席
し
て
い
る
。

城
は
永
禄
十

二
年

（
一
五
六
九
）
藤
井
皓
玄

一
派
が
敗
走

の
途
次

一
時
抵
抗
に
利
用

し
た
か
も
し
れ
な
い
。
又
、
岡
志
摩
守
景
勝
を
討

っ
た
と
い
う
伝
承
の
河
野

（藤
間
）

光
重
は
、
藤
井
皓
玄

の
神
辺

一
揆

に
組
し
た
阿
波
三
好
党
よ
り
派
遣
さ
れ
た
部
将
で

細
川
通
董
に
討
た
れ
た
と

い
う
。

岡
志
摩
守
景
勝
落
去

の
伝
承
は
河
野

（藤
間
）
光
重
討
死
の
事
実

の
投
影
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
も
う

一
度
、
明
知
山
と
い
う
山
が
あ
る
の
に
眩
惑
さ
れ
て
″
大
門
揚
地

（知
）

山
城

″
と
わ
ざ
わ
ざ
記
し
て
あ
る
に
も
拘
ら
ず

ク
明
知
は
揚
地
と
も
書
く

″

（福
山

志
料
）
な
ど
と
安
易
に
付
会
し
て
、
後
世

の
歴
史
家

・
研
究
者
を
混
乱
に
お
と
し
入

れ
た
の
で
あ
る
。

枝
広
城

の
謎
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
の
独
自

の
見
解
を
述

べ
た
が
、
岡
志
摩
守
景
勝

の
史
実

に

つ
い
て
は
大
筋

で
土
肥
説
を
踏
襲
し
た
。

そ
れ
が
数
理
文
献
学
的
思
考
か
ら
も
最
も
辻
棲
が
合
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

枝
広
城
を
め
ぐ
る
論
証
は
、
細
部
に
至

っ
て
は
未
だ
研
究

の
要
は
あ
ろ
う
が
大
筋
で
は

以
上
で
間
違

い
な
い
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

即
ち
、
天
文
十
三
年

（
一
五
八
五
）
よ
り
の
神
辺
城
攻
撃
に
あ
た
り
、
五
ケ
荘
内

に

構
え
ら
れ
た

一
城

（小
早
川
家
証
文
四
三
二
号
）
は
枝
広
城

（揚
地
域
）
で
あ
り
神

辺
城
攻
署
の
大
き
な
力
と
な

っ
た
。

そ
し
て
城
将
は
岡
志
摩
守
景
勝
で
あ
る
。

「
備
陽
六
郡
志

」
に
い
う
、

″
大
門
村
城
山

″
「
西
備
名
区

」
に
い
う

″
大
門
村
明

知
山
城

″
「
福
山
志
料

」
に
い
う

″
大
門
村
城
山
城

″
は
す

べ
て
同

一
の
城

（枝
広
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城
）
で
あ
り
、
又
揚
地

（知
）
城
、
揚
地

（知
）
山
城
も
枝
広
城
の
異
名
で
あ
る
。

戦
国
時
代
大
門
湾
付
近
に
発
生
し
た
伝
承
、
争
乱
の
多
く
は
枝
広
城

（揚
地
城
）
を

舞
台
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

枝
広
城
の
謎
を
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
″
揚
地
城
″
だ
っ
た
。
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